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これからのITインフラ自動化

〜自動化1.0から2.0へ〜
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自動化で解決すべき課題



Copyright 2021 Red Hat K.K.4

なかなか進まないインフラ自動化

• 2021年では約35%(*1)、2016年IDCの調査では約30%前後(*2)
• なぜインフラの自動化は進まないのか？？

*1) Red Hat 実施のAutomation Dayワークショップ「自動化 1.0の進行状況」より（ 2021.4.1集計）

*2) 「2016年 国内システム運用管理市場  ユーザー実態調査（ IDC #JPJ40607116） サーバー管理、ネットワーク管理」の結果より

平均
約35%

n=167
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従来型の自動化のアプローチが通用しなくなったITインフラ

• システム規模の拡大・複雑化に伴い「システムの関係者」が増加したことで 作業よりも調整と準備の比重が

高まっている。

• そのため、従来から取り組まれてきた自動化である「手順を自動化に置き換える」ことで効率化へアプロー

チする方法はほとんど効果を発揮しない状態となっている。

過去の比較的シンプルなシステム 現在の大規模化・複雑化したシステム

作業の半分を自動化できれ
ば、全体でも効果が大きい

作業の半分を自動化して
も、全体としては大きな効
果につながらない

*この結果はレッドハットが様々なお
客様で実施したインフラ業務の分析
に基づいています。

システムの関係者が増えるほどに、
調整・準備の比率が増加。

99%を超えるケースも少なくない。

多くの人がイメージして期待するインフラの自動化
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インフラ業務の実態 実際に作業している
のはここだけ

実際の業務分析の結果を元にRed Hatで作成したサンプルの「仮想マシン払い出し」作業のVSMです。
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肥大化するコミュニケーションコスト

• インフラ関係者の大半の時間は「人と人との調整 (打合せ)」と「レビュー/確認/調整のためのドキュメント作

成」という間接的な作業（コミュニケーション）に費やされている 。

• システム規模が大きくなり、関係者が増えることで調整量は増大していく。

• 現代のインフラ作業ではこのコミュニケーションにフォーカスした自動化 でなければ効果が出ない。

申請書、ヒアリングシートの受
信、依頼受諾

内容確認打合せ作業依頼

ドキュメント作成/編集
関係者とレビュー、
調整、合意

設計書

検証環境での確認
確認内容のドキュメント化

関係者と結果レビュー、
調整

検証・確認

ドキュメント作成/編集
関係者とレビュー、
調整、合意

手順書

ドキュメント作成/提出 関係者と調整、合意
作業のための
申請

(次の作業のための)
ドキュメント作成/編集

関係者とレビュー、
調整、合意

実作業後

関係者とレビュー、
調整、合意

パラメータシー
ト

ドキュメント作成/編集

すべて最終的なアウトプットである作業の品質を上げるための間接的な仕事
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これまでの自動化（1.0）、これからの自動化（2.0）

• これからは従来の自動化1.0から自動化2.0へとシフトすることが自動化で大きな効果を出すために重要と

なる。

• 同じ自動化でも対象としている課題が全く異なる点に注意。

自動化1.0
手順の効率化にフォーカスした自
動化

自動化2.0
コミュニケーションの効率化に
フォーカスした自動化

これからインフラ担当者が取り組むべき
自動化

抽象度の高い仕組みのアプローチ

効果は大きいが数値化しにくい（これまで
測定してこなったから）

インフラ部門の働き方を変え、大きな効
率化を実現する

これまでのインフラ自動化の主流だった
方法

ツールによる現場目線のアプローチでわ
かりやすい

効果は小さいが数値化が容易（XX時間
削減）

しかし現代では真の効率化にはつながら
ないことがほとんど
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Ansibleによる自動化2.0へのアプローチ

• 以下の3つの観点でAnsibleは自動化2.0へアプローチします。

ポイント1
自動化のサービス化

ポイント2
インフラCI化

ポイント3
自動化の標準化

● 自動化を手順の置き換えで
はなく、サービスとして利用
者に提供する。

● 作業に登場する「登場人
物」を減らすことで、調整そ
のものが発生しない状態に
する。

● 「人と人」の対話によって品
質を上げてきた従来の方法
から、「人とシステム」の対
話へと切り替える。

● 事前の調整や前提の説明
等の「対話のための状態同
期コスト」を最適化する。

● 自動化の対象ごとにバラバ
ラの開発物、利用方法と
なっていた自動化を、標準
化された自動化の開発と活
用が可能な状態にする。

● 自動化2.0への移行難易度
を下げる。

自動化2.0を実現するためのアプローチ
自動化1.0の課題を解決し
2.0への移行を加速する

Day1 Day2 Day1
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自動化のサービス化
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サービス化前（or 自動化1.0）

LB
閉塞

事前
バックアップ

モジュール
更新

事後
バックアップ

LB
開放

動作確認

作業の
調整＆確認

作業の
調整＆確認

サーバー
チーム

アプリ
チーム

NW
チーム

手作業 or 自動化1.0

作業前の
準備

実作業

自動化2.0

自動化1.0

● 業務プロセス
● 確かさの検証
● 人と人の対話

● どう作るか
● どう実行するか
● 人の手順

全体の60〜90%を占める

全体の10〜40%を占める

抜本的な改善にはここ
にアプローチする必要

がある

WEBアプリケーションのリリース作業例。

LB配下に多数の仮想サーバーが稼働している。仮想サーバー上ではJavaのWebアプリケーションが稼働しており、そのWebアプリケーションのバージョンアップを行う。
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サービス化によって登場人物（NWチーム）が減った状態

LB
閉塞

事前
バックアップ

モジュール
更新

事後
バックアップ

LB
開放

動作確認

作業の
調整＆確認

作業の
調整＆確認

サーバー
チーム

アプリ
チーム

NW
チーム

手作業 or 自動化1.0

作業前の
準備

実作業
LB
閉塞

事前
バックアップ

モジュール
更新

事後
バックアップ

LB
開放

動作確認

作業の
調整＆確認

サーバー
チーム

アプリ
チーム

NW
チーム

一部サービス化された状態

サービス
化された
作業

NWチーム
が登場しな

くなる

作業工程の登場人物が
減ることで調整・確認量
は大幅に減少

3チーム→ 3経路
2チーム→ 1経路

サーバー
チーム

アプリ
チーム

NW
チーム
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さらにサービス化が進んだ状態

LB
閉塞

事前
バックアップ

モジュール
更新

事後
バックアップ

LB
開放

動作確認

作業の
調整＆確認

作業の
調整＆確認

サーバー
チーム

アプリ
チーム

NW
チーム

手作業 or 自動化1.0

作業前の
準備

実作業
LB
閉塞

事前
バックアップ

モジュール
更新

事後
バックアップ

LB
開放

動作確認

作業の
調整＆確認

サーバー
チーム

アプリ
チーム

NW
チーム

一部サービス化された状態

サービス
化された
作業

NWチーム
が登場しな

くなる

完全自動化

LB閉塞

事前バックアップ

モジュール更新

事後バックアップ

LB開放

動作確認

大部分が
サービス化さ
れたら、それ
らを連結
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Ansible による自動化2.0の実現
チームA チームB

利用制限

周辺システム

☓
☓

チームC

サービス開発

標準化された
自動化コード

サービス化
サービスの連結

● Playbooks
● Roles
● Collections

● ジョブテンプレート
● ワークフロー

自動化1.0

自動化2.0

慣れ親しんだ自動化 1.0から段階的な自動化2.0への移行が可能。
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自動化の標準化
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従来の自動化はサイロ化しやすく開発効率が低い

手順書

手作業

システムX

システムY

システムZ 自動化
ツールB

スクリプト

自動化
ツールA

自動化
ツールC

ツールがバラバラ

再利用できない自動化

どの作業もあの人しか
わからない・できない

ブラックボックス化
ボトルネック化

横展開が不可能
標準化を阻害

全体の効率低下

自動化を進めても・・・

ネットワーク サーバー ストレージ

スキルセットの違いに
よる自動化レベル差

手順書

手作業

手順書

手作業



Copyright 2021 Red Hat K.K.17

自動化の開発を標準化し、自動化の開発効率を向上

自動化の
作り方

自動化の
実行方法

スクリプトご

とに使い方

が異なる

操作方法が

ツールごとに

異なる

手順書から

のコピペ

ツールに

よってバラ

バラ

作り方
を

標準化

実行方法
を

標準化

全員が同じ方法
で自動化を作成

できる

全員が同じ方法
で自動化を実行

できる

サイロ化された自動化 Ansibleのアプローチ

シェル
スクリプト

専用
ツール

マクロ

サーバーへ
ログインして

実行

管理GUIを
起動して
実行

TeraTerm
から
実行

スキルセット

の差

サーバー クラウド ネットワーク サーバー クラウド ネットワーク

成果物が共

有できない
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自動化2.0への移行をサポート

置換 (自動化1.0) サービス化(機能化) 連結

単純に手順を置き換える
（簡単な箇所から小さく部分的な自動化）

作業を機能化して
別の人に実行してもらう

小さな機能を連結して
大きな機能を作る

テスト仕様書

パラメータシート

手順書

個別の自動化

ユーザー毎の権限管理
で必要なサービスのみ実
行

自動化 2.0

開発の効率を上げて、
自動化2.0への発展を
スムーズに行える状態
をつくる
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自動化2.0の進み方
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Ansibleによるサービス化へのアプローチ（１）

簡単にできる場所から
小さく始める

作業A 作業B

☓ 最初から全部を自動化する必要はない
☓ 大きな自動化は作りが複雑化しやすい
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Ansibleによるサービス化へのアプローチ（２）

小さくサービス化した
自動化を再利用する

作業A 作業B

☓ 大きく作った自動化は再利用しにくい
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Ansibleによるサービス化へのアプローチ（３）

パーツが揃ったら連結
作業A 作業B
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Ansibleによるサービス化へのアプローチ（４）

ボタンの品質維持も
自動化していく

作業A

インフラの継続的インテグレーションの実施
● 作成した自動化の正しさを自動で検証し続

ける
● インフラに発生する様々な変化に対して、

問題があればすぐに検知

自動化を作成

バージョンアップされたOS環境に対応

セキュリティ対策で一部の設定が変更

問題を検知したらすぐに修正を実施

CI
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自動化2.0を実現した状態

対象ノード数

Playbook数

自動化の効果が
最大化されている

新しい対象への展開部分的な適用 標準化

〜数百ノード

〜数千ノード

数万ノード〜

2-3の部署/適用対象 ITに関わる過半数以上の
部署/適用対象

組織全体

# 
of

 N
od

es

# 
of

 P
la

yb
oo

ks
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事例



出典：Red Hatプレスリリース、「レッドハット、NTTドコモのISPサービスを含む10,000機器以上の自動化に向け Red Hat Ansible Automationを導入」(2020年7月)

https://www.redhat.com/ja/about/press-releases/ntt-docomo-introduces-red-hat-ansible-automation-platform-to-automate-over-10000-devices-in-isp-services

Challenge
エンドユーザー向けISPサービス提供基盤のインフラ開発・運用自動化による、複雑化の解消、

作業品質の向上、デリバリースピードの短縮、システム構築・維持コストの削減を実現し、競争力強化に向

けた戦略的投資を拡大

Solution
Red Hat® Ansible® Automation Platform 導入で高度な自動化イニシアチブへシフトし、サーバーやネット

ワーク、OSのセットアップや更新、設計等のインフラ開発を自動化

Why Red Hat
● 拡張性と管理性の高さ、およびセットアップの容易さ

● 自動化プラットフォームのデファクトスタンダードとしての信頼と国内外における豊富な実績

● レッドハットが提供するエンタープライズレベルの技術とサポートサービス

Results
● 10,000機器以上の自動化により、2022年までにシステムのインフラ開発に要する時間・工数および

システム構築コストを2分の1に削減するプロジェクトを開始

● CI/CD をベースにした高度な自動化イニシアチブへシフトし、2021年にはインフラ維持管理に対する

効果が投資を上回る試算

● 手作業でのヒューマンエラーを排除し、自動化による作業品質と生産性の向上を実現

Products
Red Hat Ansible Automation Platform 

通信業界：アジア太平洋地域

https://www.redhat.com/ja/about/press-releases/ntt-docomo-introduces-red-hat-ansible-automation-platform-to-automate-over-10000-devices-in-isp-services


出典：Red Hatプレスリリース「Red Hat Ansible TowerをRed Hat Ansible Towerをソフトバンクの ITインフラ運用自動化に向けて導入し、  業務効率の改善とメンテナ ン

ス時間の短縮を実現 （2019年4月）

通信業界：アジア太平洋地域

Challenge
ネットワーク・インフラストラクチャーの運用プロセスを自動化する。

Solution
ソフトバンクは、社内システムや一般の方向けサイトのバックエンドを担うサーバー

アクセスに使用するロードバランサーのSSL証明書更新プロセスを自動化することにより

手動の作業工数を削減し、業務改善を実現しました。

Why Red Hat
ソフトバンクは、Red Hatの自動化技術に関する専門知識と、世界的なAnsible®コミュニティにおける

リーダーシップを高く評価しました。また、複雑でなく習得しやすい ITインフラ

管理ソリューションを求めており、インフラ分野の自動化で定評のある Red Hat® Ansible Automation 
Platformの実績を評価しました。 

Results
● 自動化により、30分〜2時間要していた更新作業が20秒に短縮。工数を99%削減
● 属人化が解消され、作業をより正確かつ迅速に実行することが可能となり、サービス品質が向

上
● 業務改善と自動化を推進する教育プログラムを通じて従業員のスキルが向上 

Products and services
Red Hat Ansible Automation Platform Red Hatコンサルティング

Red Hatラーニングサブスクリプション

https://www.redhat.com/en/about/press-releases/softbank-selects-red-hat-ansible-tower-improve-efficiency-and-reduce-deployment-times
https://www.redhat.com/ja/about/press-releases/red-hat-supports-softbank-to-automate-it-infrastructure-with-ansible-tower
https://www.redhat.com/ja/about/press-releases/red-hat-supports-softbank-to-automate-it-infrastructure-with-ansible-tower


出典：Red Hatプレスリリース  みずほ情報総研、グループ共通のプライベートクラウド基盤におけるインフラ構築の自動化を推進するため、 Red Hat Ansible Automation 

Platformを導入（2020年6月）

金融業界：アジア太平洋地域

Challenge
みずほフィナンシャルグループ共通のプライベートクラウド基盤における

インフラ構築の自動化推進

Solution
Red Hat® Ansible® Automation Platformを活用することで、これまで多くをエンジニア

の手作業に依存せざるを得なかったプライベートクラウド上のハードウェアリソースのセットアッ

プを自動化

Why Red Hat
● エージェントレスの環境による導入 /運用の容易性

● 人が感覚的に読みやすい  YAML 形式で記述する実行手順ファイル

● 実行制御やフロー制御などのエンタープライズレベルの豊富な運用管理機能

● OSS を熟知したレッドハットの技術支援

Results
● ハードウェアリソースの設定に要する作業期間を  6 週間から  最短3日程度に

短縮し、78% の作業工数削減に成功

● 設定作業の均質化によって、インフラの安定性とサービス展開の迅速性が向上

Products and services
Red Hat Ansible Automation Platform

https://www.redhat.com/ja/about/press-releases/mizuho-information-research-institute-adopts-red-hat-ansible-automation-platform-to-speed-private-cloud-infrastructure-configuration
https://www.redhat.com/ja/about/press-releases/mizuho-information-research-institute-adopts-red-hat-ansible-automation-platform-to-speed-private-cloud-infrastructure-configuration
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国内大手サービスプロバイダー様

ネットワーク

サーバー

Before

After

サービス化による効率化

● 1日〜1週間掛かっていた作業が数分。

● 拠点が増えても最初だけ。

● 必ず同じ手続きで作業が実施される。品質の均一化。

ネットワーク

サーバー

メール、申請書、電話

パラメーター入力
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国内 Ansible の導入効果例

200時間

20時間

アプリケーションのリリース作業

12日(リードタイム含む )

10分

プライベートクラウドのリソース払い出し作業

100%

30%

仮想化基盤の全運用作業

60時間

10分

大規模クラウドサービスの運用作業

通信業 情報サービス業

社会インフラ 情報サービス業

Before

After

定期的に行われる
アプリケーションのリ
リース作業を自動

化、90%の工数を削
減

リソースの払い出し
を自動化、

大幅にスピードUP

日常の運用作業を自
動化、全体工数を半
減。削減した工数を新

たな仕事へシフト

クラウド基盤のメン
テナンス作業を自動
化、大幅な時間短縮  

& オペミスを削減
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まとめ
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これからの自動化

• インフラ効率化には自動化1.0から自動化2.0へのシフトが重要
− 手順に着目した自動化から、対話の最適化に着目した自動化へ

• 自動化を手順の置き換えから、サービス化に利用する
− 工程の登場人物を減らし、調整量を減らす

• 小さく始めて、大きな成功へ

− 小さな効果を積み上げて大きな成果へつなげる
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